
〜軽度脳障害者のための情報セラピーインタフェースの研究開発〜

軽度脳障害者とインターネットを介したコミュ
ニティとをつなぐ情報セラピーインタフェースの実現を目指
した研究開発を実施し、単眼カメラによる視線の検出など軽
度脳障害者自身のコミュニケーション意図を検出する手法の
開発、思い出ビデオをはじめとする軽度脳障害者の興味を引
きつけコミュニケーションを持続させる刺激の提示手法の開
発、遠隔傾聴などインターネットを介したコミュニケーショ
ンを実現するプラットフォーム開発を進めた。これらの研究
成果により、軽度脳障害者の状態・意図に応じた「接続」を
行い、刺激の提示・制御によって軽度脳障害者の注意を長く
引き付ける情報セラピーインタフェースを実現した。本プロ
ジェクトで開発した思い出ビデオ・遠隔傾聴システムや視線
検出技術は、今後高齢者を対象としたコミュニケーション支

援サービス、自動車運転など日常生活における安全支援シス
テム等における活用が見込まれる。
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